
































































































































































































探り状態で出版活動が行われていたものの、前期では戦局とは一線を画し、一貫してお洒落な生活 追及 なされ がわかった。
次に、中期の特徴について検証したい。中期では 昭和一三年一〇月号より「代用品研究室」や昭和一三























い」の連載が開始され、第一回は宇野千代の「デコデコ廃止」で、七・七禁令を受け、必要以上に華美な服装を控えるよう説かれている。また、千代は同月号 「奢侈品がなければ女は美しくなれなか」で、つましい身なりの推奨をし 前月号まで、高級衣料や街行くファッション・リーダー達の賞賛をしていたにも拘らず、このように誌面内容を転じたのは 国策に応じた早急な対処であったといえ 。この方針は、同年一〇月号掲載の金子しげり「カードを貰った人々
　
教養の低い人が多かった」からも明らかである。











料」の占める割合は、前期三三％、中期四三％、後期四六％と上昇している。時代背景を踏まえたうえで 化粧品に関する広告が増え続けているという点は、 『スタイル』の編集方針として、 「健全で明朗な娯楽」雑誌 しての方針が貫かれていることの証明といえるのではないだろうか。また、後述するが、執筆者に当時、非国民といわれた宮本百合子等がいることを加味すると、一概 戦争協力を掲げていたとはいえない。
以上のことから、 『スタイル』の持つ二面性を窺い知ることがで




れたことから、 『スタイル』の販売数は飛躍的に伸びたが、軌道に乗り会社が再建されると時事新報社から独立している。これは 激しい思想統制のある戦時下において 大企業 刊行物 して出版すれば、戦争協力を促す誌面が強要され、宇野千代が求め ハイ・スタイルな生活の提案 難しくな 考えたからではないだろうか
また、昭和一五年一二月号より、規格がそれまでのＡ四版から国






































「陸軍省恤兵部を通して戰地に送つて戴いた」ということからわかるよう、既に『スタイル』が有益な慰問品の娯楽誌として、国認められ、メディアとして影響力を持っていたことがわかる。つまり、娯楽誌でありながら、戦時下での刊行が可能であったのは、国から認可されていた為と思われる。また、この認 が 単 「陸軍省恤兵部」との結び付きのみならず、 「宇野社長も畑陸軍大臣から感謝状を戴いたといふので大変な御氣嫌。これで大活躍をしなければ罰が当るといふも です。 （編輯部） 」 （同年同号「編輯後記」 ）公的なものであったこ がわかる。いわば、 『スタイル』はこの時点で国の傘下に入ったといえるの はない 。
これ以降、 『スタイル』はいかなる変化を遂げるのか。昭和一五
年二月号の「編輯後記」でも、千代は引き続き戦争協力を訴えかけている。また、兵隊の愛読者が増えたことを「皆様が戰地の方に送つて下さつてゐる為とたいへん感謝して居ります」と謝辞を述べることで、国内の読者 心を離さず捉える効果があるといえよう。翌月は「今月は兵隊さんへ 分 海軍の方にお願ひ致しました。皆様も、海軍の兵隊さんにもお送りしてあげて下さい。 」 陸軍に加え、海軍へも送ったことが伝えられている。以上 ように『スタイル』では、国内の読者も取り込みながら 戦争協力を進めてい がわかる。
このように、慰問品として前線の兵士に『スタイル』を送り続け
ることによって 千代はその業績が認められて表彰され、国から認知される雑誌となった。こうした活動を通し、昭和一五年一二月号より『スタイル』に国定指定型のＢ五版の 可がおり 運びとなったのである。以上のような指定型 認可 、そ 後の雑誌の継続を約束するものであった では いか。
七・七禁令以降、前述した 戦時色が全面的に誌面に表れる






















いても、せめてそんないざこざの一行も書いてない雑誌が一冊位あっても好いんぢやあないでせうか。 」 （昭和一二年三月「編輯後記」 ）と国策とは一線を引 たスタンスを標榜しながらも、創刊号の時点で、やがてペン部隊の従軍記者として戦争協力をすることになる作家が執筆し いたという点は、 『スタイル』の特色を考えるうえで注目すべきだろう。創刊号におけ 久米は、看板作家としての役割を担っていたと えるのではないだろうか。これは、著名作家を起用す ことによ 、雑誌 して 価値を上げることが可能となると共に、その販売部数に 大きな影響が ことを見越た上での戦略であったといえよう。その反面で、反戦気運をあおるとの理由 発禁になった『生きてゐる兵隊』 著者で る石川達三に昭和一五年一一月まで不定期ではあるが執筆させていたというとは、特筆すべき点である。
また、漫才・落語も戦時体制へと取り込まれるなか、演芸の慰問






































































意として「国民の情熱籠る行軍へ 慰問品「どんな品が一番喜ばれるか」という見出し記事に拠った。喜ばれるも として 「慰問文、慰問画、手芸品、名刺、絵葉書、優美な写真、講壇、
娯楽雑誌、最近の写真等、








十五銭料理」欄の「大根とキャベツで」 、四月号「お手製十五銭料理」欄の「モヤシと肉の焙煮」 、翌五月号「手軽な薄焼包み」 、 「女はかう考へる」欄の「生活の充実が問題」 、六月号「顔を語 」 七月号 私 友達」欄の「友情の持つ複雑さ」 執筆して る。昭和一六年一月号 興亜奉公日一ヶ条」では女性の文学的活動について「女らしさ」の感覚は「近代社会の感覚の中で一番おそく目ざまされかけて来てゐるものの一
つ」であると「女の生命の充実」を説いている。同欄の他の記事と比較すると、百合子の記事には、国策について一切触れられていない。これは、当時彼女が置かれた状況を考えると、国に反する作家であったが故にいっそう制限されていた為といえよう。
⒄
　『女性生活』に掲載された百合子の記事は、 「主婦意識の転換」 （昭和一六年一〇月号） 、 「家庭創造の情熱」 （昭和一六年一一月号）である。
〈付記〉本文引用は『スタイル』 （臨川書店、平成一五年二月）に拠った。
